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』日爲 第
四
回
農
業
祭
は
十
九
、
二
十
日
の
両
日
、
南
中
の
根

室
生
産
連
共
進
会
場
で
開
か
れ
、
十
九
日
は
百
六
十
頭
が

出
陳
さ
れ
た
共
進
会
の
ほ
か
、
肉
牛
展
示
説
明
会
が
行
わ

れ
た
。
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
は
、
前
夜
祭
が
開
か
れ
焼

肉
パ
ー
テ
ィ
、
ロ
デ
オ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ミ
ル
ク
の
女

王
の
発
表
、
綱
引
き
、
今
年
は
綱
引
き
に
女
子
の
部
門
が

加
え
ら
れ
大
変
盛
り
上
り
、
盛
況
の
う
ち
に
前
夜
祭
が
行

わ
れ
、
二
十
日
は
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
、
バ
ー
ベ
ー
キ
ュ

ー
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
や
各
種
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ

っ
て
両
日
と
も
祭
り
を
楽
し
む
組
合
員
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
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頭た家の家
あ゜畜審畜
つ由共香改

数始
はっ
、だ

第
四

六
月
十

今
年
か
ら
、
再
び
一
日

Ⅶ
瀧
繩
螺
離

第
四
回
農
業
祭
の
行
事
と
し
て

六
月
十
九
Ⅱ
、
好
天
に
恵
ま
れ
、

家
畜
改
良
事
業
団
、
遠
藤
死
彦
氏

の
審
査
に
よ
っ
て
、
根
案
生
産
連

家
畜
共
進
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
申
し
込
み
頭
数
は
、
二
○
五

頭
あ
っ
た
も
の
の
、
牧
草
刈
り
も

始
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
川
品
頭

数
は
、
前
年
並
み
の
一
五
九
頭
に

な
り
ま
し
た
。
部
編
成
は
、
例
年

よ
り
一
部
増
え
て
、
十
二
部
と
な

り
、
界
郁
毎
の
審
査
時
間
も
二
○

分
に
短
縮
さ
れ
、
定
刻
に
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

審
脊
結
果
に
つ
い
て
は
別
表
の

通
り
で
す
が
、
未
経
産
の
部
に
つ

い
て
は
「
未
経
産
王
国
中
標
津
』

の
健
在
鞆
リ
を
示
す
若
牝
が
勢
揃

い
し
、
上
位
入
賞
牛
に
つ
い
て
は
』

今
後
の
管
内
、
全
道
共
進
会
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
絲
産
牛

の
部
に
つ
い
て
は
、
総
体
的
に
揃

っ
て
い
る
感
が
あ
り
、
遠
藤
氏
も

序
列
付
け
に
菩
労
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
共
進
会

型､

は
良
き
「
勉
強
の
場
」
で
あ
り
ま

す
。
二
百
人
を
越
え
る
参
観
者
の

方
々
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
乳
牛
の
、

機
能
性
に
つ
い
て
大
い
に
勉
強
さ

れ
、
自
分
な
り
の
序
列
づ
け
を
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
（

注
、
の
団
体
賞
は
、
中
標
津
地
区

が
八
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
奪
還
致

し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
昨
年
迄
の

優
勝
を
続
け
て
い
た
第
二
俣
落
、

当
幌
地
区
は
健
斗
し
第
三
位
で
し

た
。
以
下
武
佐
、
開
陽
、
俣
落
、

俵
橋
の
順
で
し
た
。
尚
、
同
点
の

地
区
が
二
組
あ
り
ま
し
た
が
、
規

定
通
り
上
位
入
賞
牛
の
多
い
地
区

各部１等賞１席入賞牛

部 名 二 出品者

ローズヱレペーション

マリナー
1Elll儲１ 

リザーブ

ジュニアチャンピオン

エクセルシャ

アライアンスローヤル
久保ⅢP 

オールドプラック

パトリシア
i鮴嘉一

口
叫

が
上
位
と
な
っ
て
お
り
ま

－９ｏ 今
後
、
管
内
共
進
会
、

全
道
共
進
会
と
系
統
の
共

進
会
が
続
く
わ
け
で
す
が
、

八
月
七
日
の
根
室
管
内
共

進
会
は
、
今
回
の
各
部
上

位
五
頭
ま
で
が
出
品
権
利

を
得
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
中
標
津
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
」
と
し
て
今
後
の
活
蝿

を
期
待
致
し
ま
す
。

コツコネンイーグル
クリスチナラウズ

プュニア
H群幸一４ 

チャンピオン

緯 アイデアルシス

ガバネス
'１１村猜身

■
■
百
一

しスポワールパリアント

クリスチナマーク
図1部文施〔

イーグルサウ＞ドナイト 佐々,k1l錘７ 

ロングウニイドニール

クリスチブー

シニア

チャンピオン
長IlZ路茄1㎡

ウイステリア

スパープマロソナ
弾X原ｉｆ囮

アールチェクリストファー '｣勺慧一フー

>ニアチャンビオ＞
弾正原正1１１ 

ジーェフドーフタゴ

パィンテール

ハツヒメパーク
福島信一l］ 

サニーテーール

アールチニマリーリーェラ
弾正原Ⅱ1, 

b 

部 名号 出品者

ローズヱレペー･ション

マリナ･－
1iiⅡ｜稔

エクセルシャ

アライアンスローヤル
久保ｌｉｌ

lj-1張一う゛

ｼﾞｭﾆｱ愛ﾝﾋﾟｵﾝ

オールドーフラック

パト1ﾉシア
|鮴幸一.

４ 
コツコネンイーーグル

クリスチブーラウメ
勝i・幸』

ジュ.ニア

チャンピオン

アイデアルシズ

ガパネス
'11村濡

レスポ'７－ルバリアント

クリスチナ･マーーク
可部文雄

イーグルサウンドナイト 佐々,！(１１灘

ロングウニイド=.‐･几

ク:ﾉスチナ
民正路ｉｆｉ

シニア

チャンピオーン

ウィステlﾉア

スパーープーﾏﾂ寸・
弾正原ｉｆ

1０ 
アールチーニクリス１７アー

ジーエフビ・‐フタゴ
1M正原正

リサ孔一ブ

ｼﾆｱチャンピオン

11 
ク

福島Ｉ言-－

１２ 
ｻﾆｰ.一テーール

７･ルチニマリーーｼﾞｰｰﾕ７
弾正原ｌＬ
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バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
も
当
初
導
入

か
ら
十
七
年
を
経
過
し
、
乳
牛
の

多
頭
化
、
個
体
乳
量
の
伸
び
な
し

現
有
の
ハ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
能
力

も
低
下
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
迄

エー

Ａ氏｢天気いいナーｕ」
曰氏「うちのも入貢しないかナー。＿各チャンピオン皆んなでパチＵ〃

伊ロ、

の
導
入
も
各
戸
の
対
応
で
そ
れ
ぞ

れ
リ
ー
ス
事
業
、
補
助
事
業
で
計

画
導
入
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

先
般
の
理
事
会
に
於
い
て
決
定
ざ

汎
皆
様
方
に
報
告
さ
れ
て
い
る
事

と
は
存
じ
ま
す
か
、
今
年
度
か
ら

の
パ
ル
ク
導
入
は
リ
ー
ス
、
補
助

事
業
、
又
農
協
資
金
の
全
て
を
農

協
有
と
し
て
三
年
計
画
に
て
入
替

を
し
隔
日
集
荷
体
制
を
曙
え
、
乳

Ｐ弓

中標雅鍬反同体係膳.〃

質
改
善
に
取
り
組
み
経
常
の
安
宏

と
コ
ス
ト
の
軽
減
に
務
め
た
く
皆

様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

'Hオレが審査員ならあれだナヴＩ「ヨーシ」 ｢ウーンハイ.”，
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馬
鈴
し
ょ
は
多
く
の
障
害
や
病

害
に
よ
っ
て
著
し
い
被
害
を
受
け

品
質
の
低
下
と
減
収
を
き
た
し
ま

す
。
特
に
馬
鈴
し
ょ
ア
ブ
ラ
ム
シ

に
よ
る
被
害
は
、
吸
汁
の
害
（
黄

変
・
葉
巻
症
状
等
）
よ
り
も
、
ウ

イ
ル
ス
保
毒
虫
が
病
害
ウ
ィ
ル
ス

を
伝
搬
す
る
こ
と
で
恐
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

病
害
虫
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
莞

葉
巻
病
を
撲
滅
し
よ
う
。

■
営
農
技
術
■

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一

生
し
に
く
い
栽
培
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
地
区
内
の
採

種
ほ
場
は
、
一
部
を
除
い
て
一
般

馬
鈴
し
ょ
ほ
場
と
近
接
す
る
こ
と

が
多
く
、
今
後
周
辺
ほ
場
で
の
ア

ブ
ラ
ム
ン
防
除
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

『
採
種
ほ
の
環
境
に
つ
い
て

Ⅲ
一
般
ほ
場
と
の
間
隔
が
一
○
メ

ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

②
ア
ブ
ラ
ナ
科
、
マ
メ
科
、
ナ
ス

科
及
び
ウ
リ
科
作
物
が
混
作
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
．

昨
年
の
種
馬
鈴
し
ょ
防
疫
検
査

結
果
で
は
、
全
筆
合
格
で
し
た
が
、

そ
の
中
に
ほ
場
環
境
の
悪
い
も
の

が
一
一
、
三
筆
あ
り
ま
し
た
。
本
年

は
環
境
浄
化
の
徹
底
を
し
て
下
き

い
◎

二
、
病
株
の
抜
取
り
に
つ
い
て

葉
巻
病
の
真
症
株
や
強
度
の
モ

ザ
イ
ク
型
ウ
イ
ル
ス
株
は
萌
芽

後
ま
も
な
く
病
徴
を
表
す
も
の
か

多
く
、
早
期
に
抜
き
取
り
除
去
す

る
こ
と
か
必
要
で
す
．

炉

抜
き
取
り
は
、
塊
茎
単
位
個

数
の
全
株
を
抜
き
取
り
除
去
し

ま
す
。
昼
間
は
光
合
成
作
用
が

祈
発
と
。
な
り
、
葉
に
張
り
が
出

て
見
ず
ら
く
な
る
た
め
、
早
朝

１
八
時
頃
ま
で
に
病
株
抜
き
取

り
を
し
て
下
さ
い
。
病
害
虫
の

発
生
し
に
く
い
ほ
場
環
境
を
作

る
と
同
時
に
、
早
期
に
病
株
の

抜
き
取
り
を
行
い
、
良
質
種
子

の
生
産
と
確
保
に
努
め
て
下
さ

い
ロ図－１太陽光線の角度と病株

○ 
炳斑か見やすい

らいｉ
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牧
草
の
収
穫
、
馬
鈴
し
よ
、
甜

菜
の
防
除
作
業
と
本
番
を
迎
え
て

い
ま
す
。
一
一
の
い
そ
が
し
い
時
期

に
多
く
な
る
の
が
農
作
業
事
放
で

す
。農
業
機
械
は
私
達
の
手
足
に
替

わ
る
道
具
と
し
て
発
達
し
て
来
ま

し
た
。
｜
方
道
具
は
発
達
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
私
達
の
力
堂
以
上
の
力

七
月
一
日

Ｏ
脚
畜
消
流
係
主
任

麻
郷
地
忠
則

八
月
一
一
一
十
Ｒ

Ｏ
金
融
共
済
課
金
融
係

勝
間
ひ
ろ
子

人

〈
昇
格
〉

〈
退
職
〉

農作業
f霊、

（ 

事
一
異
一
動

あせるな

急ぐな）
事故のもと

急ぐな

を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
危
険
も
増

し
て
く
る
も
の
で
す
。
い
そ
が
し

い
か
ら
と
言
っ
て
も
、
決
し
て
あ

せ
ら
ず
に
農
作
業
を
行
な
い
、
「
絶

対
に
農
作
業
事
故
を
お
｝
」
さ
な
い
」

よ
う
十
分
注
意
し
て
作
業
を
行
っ

て
下
さ
い
。

ｏ
人
工
授
精
係
主
任

Ⅲ
藤
一
二

○
組
織
広
報
係
主
任

奥
田

哲

○
余
融
係
主
任

丙
村
聖
一

〈
異
動
〉

ｏ
金
融
係
（
ク
ミ
カ
ン
）

赤
彼
江
か
お
り

知
り
す
ぎ
て

ゆ
る
む
心
に
農
機
事
故

急ぐな）
事故のもと
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辨貢,１Aｉ佳洗駄川１１;M鯛】(簾？艫÷靴
げに仁ケら次含とまのilii；た｜/ｌ｝ｌｌＩｌｊｌＨとしの必をき除を

防
除
マ
ス
ク
は
必
ず
つ
け
、
で

き
れ
ば
防
除
メ
ガ
ネ
、
防
水
性
の

作
業
藩
を
つ
け
、
皮
牌
の
露
出
部

分
に
は
保
護
ク
リ
ー
ム
を
つ
け
主

し
よ
う
。

◎
体
の
健
康
状
態
に
注
意
す
る
。

過
労
、
寝
不
足
、
二
日
酔
の
時

ま
た
妊
娠
中
や
生
理
中
の
主
婦
、

手
足
に
傷
や
湿
疹
の
あ
る
と
き
は

／生活竈，垂-重ハ

素
干
で
は
扱
わ
な
い
よ
う
に
す
る
㈹

万
一
農
薬
か
目
や
顔
な
ど
に
か

か
っ
た
時
、
す
ぐ
洗
い
落
と
せ
る

よ
う
Ｅ
》
臓
隷
な
水
と
タ
オ
ル
を
い

つ
も
身
近
に
用
意
し
て
お
も

◎
散
布
巾
の
服
装
を
完
全
に
す
る
．

呼
吸
と
と
も
に
肺
か
ら
吸
入
し

た
時
は
、
皮
ふ
に
つ
い
た
時
の
三

○
僻
も
多
く
吸
収
さ
れ
ま
す
．

農薬散布は
安全に 編､

、ﾖﾋ根室地区農業改良璽以
や
め
る
。

◎
外
気
温
や
湿
度
の
高
い
と
き
の

散
布
は
、
農
薬
が
体
に
付
着
、
吸

収
さ
れ
や
す
い
“
の
で
、
で
き
る
限

り
涼
し
い
時
間
精
に
お
こ
な
う
。

と
く
に
ハ
ウ
ス
は
、
夕
方
涼
し

く
な
っ
て
か
ら
行
う
。

◎
散
布
後
の
注
意
も
大
切

衣
服
を
着
が
え
、
手
足
や
全
身

を
よ
く
洗
い
、
う
が
い
を
必
ず
す

る
。
農
薬
の
つ
い
た
作
業
着
は
、

農薬中毒の症状

側勺±鰹難 縫い111赤一lfliL､riI市ljI-I艶,Ｎｉ中過

布 機リン損

餓稀･'砲
(ＥＰＮ 
｢'１寵性
(ＤＤＶ 

キル,、
低難牲
Iマラソ

リ

､プインスｉ＞

Ｐ,タイアジノ
ール）

ン‐スニチオン

猫
い
け
い
い
汗
札
澗
揃

ま
馨
る
れ
や
だ

Ⅶ
Ｃ
ｌ
 

如
鉤
吐
庭
息
命
よ
坂
下

エチカンＴＵ

,、パイン，1. 職iii｣雛鑪
鰯川認鑓

殺
虫

』
町

戦
菌

除
鞭
鷲

ＶＰ，タイ-7
バール］

Pｺﾞﾛ 

カーパメィｉ･別

（ランネート．汁ンサイド､パ汐'十、ノオバ
ール．1.,プジゴＭ、〒＋ポン）

上と1,ｺ上．ただＬ從状が早{別れ』Ｌ＆

よ
く
洗
う
。
散
布
し
た
夜
は
飲
栖

し
な
い
で
身
体
を
休
め
る
。
肝
臓

の
働
き
を
休
め
、
排
泄
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
。

◎
腱
薬
の
保
管
、
管
理
を
厳
重
に

す
る
。

残
り
の
農
薬
も
、
食
品
用
の
空

ピ
ン
な
ど
ま
ぎ
ら
わ
し
い
も
の
に

移
し
か
え
な
い
。
後
始
末
を
正
し

く
し
、
聖
ピ
ン
、
空
袋
は
ま
と
め

て
錐
理
す
る
。

有磯硫批剤
［ダイワアーユムダイフブー瞳モノ･ゾクス１

霧膳硫黄剤
［水釦Eirｶﾞrﾊﾟﾘ.〒【jF織献合剤｡タイホルタ弓］

肺
宛
，
飢
人

ｒ
－
Ｉ
－
－
Ｉ
 

■
■
 

。
『
ｊ

奇
荊
害

〃
■
Ⅱ
と
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

→ 
炎
炎
緋
一

．
一
ヱ
ー
ユ
く

管
菅
ぞ

飾
れ
，
八
八

偽ＭＷ鶚-，
1f， 

う成騨

得可

~フェ’一ル系

ＰＣＰ 

ＤＮＤＣ｢ジニトロオノLソクレゾー｣2. |鮴#一|篭織
クロルフェノ封ゲ系

２．４－１］ 

２，４．５－Ｔ 

２，４．５－Ｔ似
ＭＣＰ 

’ 灘|蝋

: 
〆

て
ん
粉
・
而
況
は
、
産
地
倉

渡
し
で
、
’
一
一
、
六
七
五
円
｛
一
一
｜
、

九
○
’
○
円
）
上
一
『
、
七
五
○
円

（
四
、
○
七
五
円
）
、
東
京
倉

渡
し
で
は
、
二
、
八
七
五
円

（
四
、
一
五
○
円
）
１
三
、
九

七
五
円
（
Ⅲ
、
三
一
一
互
円
）
と

凶
Ⅱ
よ
り
わ
ず
か
で
す
が
好

転
し
て
い
ま
す
。

（
｝
内
は
昨
年
の
価
格

共計でん粉進度数

6０年産 産、 年

共計
参加袋数

共計
参加袋数

210,000袋 230000袋

５月末仮配余
Ｉ袋当り

５月末仮配金
］袋当り

3311閨 2531辺

累計仮配金
ｊ袋当り

累計仮配金
１袋当Ｉ）

2.533仏 １．９６０匹

1版完進度 完9％ 坂 進 ザ 0％ 7８ 6４ 

、

随一，尤農リ期 縫い:１９赤.。(班{､rI1赤)・・|鍵ONrKi：

殺

虫

向１１

(；機ilﾝ剤
餓稀･lfE
(Ｅ2.Ｎ、グィニスisン（ロニチカンー:,、）
旨ｉ１蕊性
(、I〕ＶＰ,タイァジノン.パイジゾ1.．
キルパー･ル）
低灘性

(マラソン．スニデオン）

カーーバメイｉ･刺
(ランネート､．;」･ン-1ナィド､パロァ'十､ノオバ
--ル、i-シ゛プジンＭ・テラーポン）

｢njlイjii
F＞まもし

|艫罰
,心辨:.､Ⅲ・

隅
|繍鯛灘
圭鑪ｗＬ｜\騨鑓
｛ん

上とl可巴、ただ｛・鑓状が』畠<現れiLお

瞳

亦磯硫批剤
（ダイ゛ファ…､エムダイファ・・､悪ノックス〉

霧膳硫黄riI
〈水:UEirffﾊﾟﾘ.【jF鰯祇合剣`ダイホルタン〉

勝'繩一J鱸1塾,総
｛んそく

蹄や刑
､ファ.'・ル系
、ｒ~０￣」
.､_－ 

I〕ＮＤＣ（ジ塁卜：:オルソクレゾ・処Ｉ

夕【フルフ三一ノキシ系
２．４．．１］ 

２，４Ｐ５．丁
４．５‐~8F 

ＷｌＣＰ 

臘鹸(籔戦‘

(獺{蝋

6０年産 6１年態

雰計
参加袋数 210,000袋

共計
参カロ袋灘 236,000袋

j』末仮配余
袋当！）

33二円
５月末仮配金
二袋当｝）

253円

掃;･仮配金
袋当｝）

2,533円 累計仮配金
ユ袋当Ｉ）

:,960iJJ 

販売進度 78.9％ 販売進度 640％ 
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四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
、
プ
リ

ー
ド
検
査
に
よ
る
細
菌
数
、
体
細

胞
数
の
検
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
．
前
年
の
同
期
に
は
、
レ

サ
ズ
リ
ン
に
よ
る
検
査
の
た
め
、

正
確
な
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
乳

質
攻
博
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
努
力

が
徐
々
に
現
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の

対
象
と
な
る
生
乳
の
出
荷
も
依
然

と
し
て
後
が
絶
ち
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
四
点
を
充
分
仁
守
り
良
廠
の

生
産
に
努
力
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

⑩
搾
乳
後
す
ぐ
十
分
な
洗
浄
を

す
る
。

②
適
当
な
洗
浄
温
度
を
取
る
事
も

③
決
め
ら
れ
た
洗
剤
濃
度
を
守

る
一
》
電

凹
機
械
洗
浄
で
は
、
洗
浄
液
の

流
速
や
ス
プ
レ
ー
圧
力
を
十

一
分
に
し
、
手
洗
い
は
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
有
効
に
活
用
す
る
。

昭和62年度中標津町農協地区別細菌数訳 ６２年４胴 6Ⅱ 六
十
一
一
年
度
地
区
別
、
細
菌
数
、
体
細
胞
数

区分 400万
以卜

検査

回数

30万

以下

2０１ １５］ 200 

以上

師 ５１ 101 
戸撒

～］ｏｎ －２００ －４０(］ －１９F ～BＣ 地区

２２４ 

(95.7） 

６ 

(2.6〉
１
Ｊ
 

４
７
 

．
Ｉ
Ｌ
 

Ｊ
Ｉ
ｌ
 

当ｌ塀 砿 234 

(《￣、 ３７３ 

(94.2） 

11 

(2.8） 

１
 

７
８
 
１
 
－
 

２ , ］ ４ 

俣落 4４ 3９６ 
(0.5〕(０．５】 (０．３】

3７２ １５ 

〔３．７）

１３ 

(3.2） 

ｌ 

(0.2） 

４ 

１
 

４
０
 

１
 

－
 

中標津 姪 405 
(９１．９】 (1.0） 

25ビ

ロ
ム Ｉ ］ ８ 

(3.0） 
開陽 3０ 27Ｃ 

(０．４】 (０．４） (９５．９】 (0.7】

３７８ 

(９３．３） 

IＦ 

１
Ｊ
 

７
〃
１
１
 

ｒ
し

３ 

(0.7） 

］ ｌ 

(0.2） 

ｌ 

(0.2） 

２ 

(0.5） 
俵橋 405 4Ｅ 

(３．７〕 (0.2】

４１１ １２ 

(２．７） 

10 

(2.3） 

５ 

(1.1） 

ソ ｌ 

(0.2） 

１ 

(0.2） 

３ 

(0.7） 
武佐 4９ ４４］ 

(0.5） (９３．２】

１２ 

(2.8】

， ３ 

(0.7】

， ３８８ 

(91.7】

１
Ｊ
 

７
，
 

市
ｌ
ｊ
４
ｒ
ｌ
 

４ 

第２俣落 4７ ４２回

(0.9】 (０．５） (０．５） 

２．４０５ 

(９３．４】

８４ 

(3.3） 

１５ 

(0.6】

１２ 

(0．５， ．」

３ 

(0.ｍ 

１６ 

(０．６） 

５５ 

(2.1） 

５ 

(0.2） 
′札 計ロ 286 2,574 

昭和62年度中標津町農協地区別細胞数語 62年４Ｆ ６１目

腿分
(旱･扇 30万以下 200以ト戸数 検査回数 5］-100 1０１－２００ IＥｌｌ－５Ｃ 

１１１１反

１８７ 

(78.6） 

２７ 

(11.3） 

１９ 

(８．０） 

１ 

当鵬 齢 234 
(０．４） 

6６ 1§ R１１ 

俣落 ３９６ 4４ 
(４．８） (１６．７】(７ａ５ｊ 

４８ 

(１１．９） 

２５ 

(６．２） 

３２５ 

(80.2） 

１
Ｊ
 

７
７
 

Ｔ
Ｌ
 

ｊ
ｒ
１
 

｢|Ｉ標津 ４Ｆ ４０５ 

20Ｅ １９ 

(7.0】

4５ １ 

開陽 27F 3Ｃ 
(１６．７】 (０．４】(７５．９１ 

５６ 

(１３．８） 

２９ 

(７．２） 

３２０ 

(79.0） 
俵‘橋 4Ｆ ４０Fｉ 

３５３ 

(80.0） 

６１ 

(１３．８） 

2５ 

１
Ｊ
 

２
５
 

１
Ｊ
 

〃
１

，
１
１
 

武佐 ４４］ 4９ 
(５．７〕

６４ 

(]５.］） 

３２８ 

(77.5） 

３１ 

(7.3】
第２俣落 4７ ４２月

２，０２９ 

(78.8） 

３６７ 

(14.3】

１６７ 

(６．５１ 

1０ １ 
心､ 言＋【。 2８６ 2,574 

(０４】 (０．４】

地区

壜亥毎＄D－－ＪＪ 

戸数
検査
回数

30万

以下

３１ 

～５０ 

5ユ

～ﾕ00 

ﾕ０１ 

･-.200 

O二

-.400 

400万

以I弓

１５乱

－１９９ 

200 

以上

当’幌 2６ 234 
(95.7） (2.6） (Ｌ７） 

俣落 4４ 9６ 
373 

(94.2） 

ﾕ１ 

(2.8） (1.8） (0.5〉 <().５） (０．３） 

ii7標津 4５ 0５ 
372 

<91.9） 

1５ 

(3.7） 

1３ 

(3.2） (0.2） (1.0） <1.0） 

關陽 7０ 
259 

(959） <3.()） (0.7） (0.4） (0.4） 

俵橋 0５ 
378 

<93.3） 

1５ 

(３．７） (ユ.７） ((>､7） (0.2） (0.2） (0.2） (0.5） 

佐武 4１ 
１１： 

<93.2） 

1２ 

(2.7） 

1０ 

(2.3） (1.ﾕ） (0.5） (0.2） (().2） (0.7） 

第２俣落 4７ 2３ 
388 

(9と.7）

1７ 

((しＯ）

二２

(2.8〉

４ 

(0.9） 

２ 

(0.ij） (0.7） (0.5） 

合計 286 2,574 
２Ｐ４()５ 

(93.4） 

8４ 

(３３） 

5５ 

(2.1） 

上５

<0.6〉

1２ 

(0.5） (0.x） 《0.2）

1６ 

<0.6） 

lllJFF 

区分
7号数 検森にi数 30万以下 １－－．５０ 5１，，．１００ 1０１－２００ 200以-72

里；幌 2６ 234 
187 

(78.6》

２７ 

(1L､3） 

剣ナ、

－ソ

(8.0） (0.4） 

溌俣 4４ 396 
3１１ 

(78.5） 

6６ 

<16.7） 

~Ｑｒ､ 

ムリ

(4.8） 

｢1’標津 ４５ ４０５ 
3２５ 

(80.2》

4８ 

<1二.9）

2５ 

(6.2） (1.7） 

開陽 27(） 
205 

(75.9） 

4５ 

(１６．７） 

ロ６ﾀ､

＿ソ

(7.0） (0.4） 

俵・橋 4５ ４０５ 
320 

(79.0） 

５６ 

(13.8） 

2９ 

(7.2） 

武佐 ４９ ４４￣ 
353 

(80.0） 

6１ 

(上3.8）

2５ 

(5.7） (().5） 

第２俣落 4７ ４２３ 
328 

(77.5） 

6４ 

(目,5.]）

3１ 

(7.3） 

/ひ､ 言ｉ[． 286 ２，５７４ 
２，０２９ 

(78.8） 

367 

(14.3〉

二6７

(6.5） 

■F､ 

企'〕

(0.'!〉 (().4） 
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(5/27.6/3.6/10.8/17） 

区分

昭
和
六
糸
二
年
度
分
の

》
。

根
室
生
産
連
家
重
田
市
場
価
格

上場澱 成立数 売買金額 平均 最高｜最柾繩別 和
■必芭

育成
（12ケ月以下）

2［ 2４ ４，７２８ 1９７ 2FＭ ＩＨＦ －
 

歸
芽

育成

（12ケ月以上）
3０ 2７ ７．３７２ 27月 3３１ 175 

初妊ノト 3２ 19 7．７０７ 4oｆ 4IEI, 36Ｃ 

分
経産牛 4F 3Ｃ 11,88Ｂ 牛 396 45［ 270 

の
小計小計 131貝 100 3１，６９６ 3１７ 482 136 

初生トク 2： 2,89〔2７ 107 1６１ ４］ 

牛|ニ トク 5７ 闇 5５ 1０，５１１ １９］ RHｆ ]0Ｆ 

去勢
（12ケ月以下）

4６ 4２ ａ７６Ｅ 2OＧ 251 9勝

-ｋ勢肥育
（12ケ月以上）

, Iフ
グ 43［ 215 ２４］ [ＲＦＩ 

へ

育成牛 1９０ 1６２ 4１．７５８ 25F R９７ 4（ 

末経産肥育牛 ？ ２ 72］ 3６１ 415 3０２ 

牛 成 牛 247 ２２Ｆ 62,89Ｃ 282 4０２ 1６４ 

小計 ５７Ｆ ５１宮 1２７，９７２ ２４目 ４１９ 4１ 

その他

（馬・羊他）
， ［ ０ 0 Ｈ ［ 

生態連市場計 7１１ 613 1５９．６６８ 26F 4Ｒ， ４１ 

(４月からの累計)62.6.17現在「
売
り
易
く
買
い
易
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
『
毎
回
多
数
の
家
畜
が
出
場
し
て
い
ま
す
〔

＠
場
所
中
標
津
町
南
中

◎
定
期
市
場
毎
週
水
曜
日

◎
セ
リ
開
始
午
前
十
時

困分
上場数 成立数 売買令額 平均 轆肩 最孤

種別

育成

（12ケ月以下）
6４ 6２ 1０，７３２ 1７３ 326 4１ 

乳

育成

（12ケ月以上）
6７ 6］ 1６，３７２ 26Ｆ 3FTT 1６８ 

初妊牛 1２５ ｉＯ［ 39,51］ 3９５ 55Ｃ ２４ｐ 
短い

経産′｢ IOR 174 62,158 357 5２１ l５Ｃ 牛

小計 4FＩＲ 397 1２８．７７５ 324 55Ｃ 4１ 

初生トク 9［ 8膳 7,303 8８ 1６１ １１ 

牝卜ク 1２６ lｌＰｉ 21.47侶 1８７ 隣 3６０ 罰５

去勢
（12ケ月以下）

1３４ 1２９ 2８，３２５ 2２０ Fi7Fl 5Ｆ 

去勢ｌｌｕ肯
（12ケ月以ｆ）

４７ 4３ 2Ｌ９２２ nｌＯ 677 1Ｒｑ 

育成牛 4fin 4０１ 97.365 2４３ 606 lＣ 

末経瀧llll肯''二 １３］ 1１６ 5８，１８４ 5０２ 74Ｒ ]５， 

牛 成 牛 8９１ 221,999 7７７ 2８１６ 5４２ ３７ 

小計 1.879 Ｌ６６４ 456,577 274 ７４Ｒ 1０ 

その他

（馬・羊他）
？ Ｃ ビ １０ ﾛ ５ 

生産膜市場計 2,335 ２，０６１ 5８５．３５２ 2Ｒ４ ７４fｌ lＣ 

繩別

区分
1名場数 成立数 売買金額 平均 最高 鹸低

乳ルー
育成

<ﾕ2ケ月以下）

育成

(ﾕ2ケ月以上）

初妊'’

経産J1二

/、￣－
ｊ】．■ 

2５ 

3０ 

３２ 

4９ 

136 

2４ 

2７ 

1９ 

3０ 

100 

４，７２８ 

７，３７３ 

７#７０７ 

二二,888

3二,６９６

芒９

273 

4０ 

3１ 

8０ 

33＝ 

４８２ 

450 

482 

１３６ 

175 

360 

270 

136 

肉牛
初生トク

牡トク

式勢

(12ケ>j以:｢）

上勢ＩＩｌＨ肯

(12ケ）]以|=）

「E「
･■ 成牛

末ｉ 産肥育牛

成 」二

ﾉ］ 計

２９ 

5７ 

4６ 

190 

247 

573 

2７ 

5５ 

4２ 

ﾕﾋﾟ 

5１ 

2,896 

1(),５１１ 

８，７６６ 

430 

4二,７５８

72］ 

6２，８９０ 

ﾕ2７，９７２ 

l（ 

209 

215 

258 

6１ 

282 

249 

ﾕ6１ 

336 

251 

24］ 

397 

4具９

402 

419 

4Z 

100 

9３ 

1８９ 

4６ 

302 

ﾕ6４ 

4１ 

その他

（馬・堆他）

生産連ピゴ場計 ７１１ 6１ 159,668 ２６(） ４８２ 4］ 

種別

区分
上場数 成立数 売買金額 平均 iii上高 最低

Ｌ 

仁子。，
育成

(12ケ）j以下）

育成

(z2ケ):以上〉

初妊牛

経産ナト

小計

6４ 

6７ 

1２５ 

198 

453 

6２ 

６１ 

l()(） 

7４ 

9７ 

Z０，７３３ 

二６，３７３

3９，５１１ 

62,158 

128.775 

173 

268 

395 

357 

324 

326 

350 

550 

521 

550 

4２ 

1６８ 

249 

150 

4２ 

肉牛
初生：、ク

牝トク

去勢

<12ケ月以下）

去勢Ｉ１ｌＩ青

(12ケ）]以'二）

害デ 成牛ロ。

末経雍llll青/'二

成牛

小高｛

9０ 

126 

134 

4７ 

460 

1３ 

8９ 

二,８７

8３ 

1５ 

堂2９

４ 

10▲ 

116 

777 

Ｌ664 

７，３０３ 

2１，４７５ 

2８，３２５ 

２［，９２２ 

9７，３６９ 

5８，１８４ 

221j９９９ 

456,577 

8８ 

187 

２２０ 

５二(〕

243 

５０２ 

286 

274 

16上

360 

373 

677 

606 

743 

542 

743 

11 

5５ 

5８ 

189 

ﾕ0 

ﾕ５０ 

1０ 

その他

（馬・羊他）

生産連市場言;. ２，３３５ ２，０６１ 585,352 284 743 10 



艘協だ よ ， 
Ｊ
１
 

五
月
三
十
一
日
、
ホ
テ
ル
秀
月
に
て
、
西
山

健
様
ご
夫
妻
の
媒
灼
に
よ
り
敏
也
君
、
貞
江

さ
ん
の
結
婚
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
多
勢
の
人

達
に
祝
福
さ
れ
た
。

貞
江
さ
ん
は
、
埼
玉
県
出
身
、
Ｏ
Ｌ
を
し

な
が
ら
、
北
海
道
の
広
大
な
自
然
の
中
で
仕

事
を
す
る
事
を
夢
見
て
い
た
そ
う
で
す
が
．

｜
端
と
し
て
七
月
一
ｕ
か
ら
二

ヶ
月
間
、
あ
の
「
地
球
が
ま
る
く

見
え
る
開
陽
台
」
で
ミ
ル
ク
キ
ャ

ノミ

新婚さん

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、
生
産
者
自
ら

が
観
光
客
や
地
元
の
人
達
に
親
し

ま
れ
る
、
美
味
し
い
牛
乳
を
満
喫

長
期
実
習
生
を
募
集
し
て
い
る
の
を
知
り
、

不
安
な
が
ら
も
思
い
切
っ
て
来
た
そ
う
で
す
”

久
我
さ
ん
宅
で
あ
た
た
か
く
迎
い
入
れ
て

く
れ
た
事
で
不
安
も
な
く
な
り
、
敏
也
君
の

や
さ
し
さ
に
引
か
れ
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
頑
張

屋
の
敏
也
君
、
貞
江
さ
ん
と
共
に
こ
れ
か
ら
、

仕
事
に
家
庭
に
奮
闘
さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

ｒ、

瀞`i…;…ｻﾞ.!;;;－Yｗ し
て
も
ら
お
う
と
開
店
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
初
日
は
、
武
佐
「
牛
神
太

鼓
」
も
応
援
、
観
光
客
は
い
っ
た

久我敏也君
貞江さん

俸 鑿
lP 

■
回
や
■
■
句
Ｂ
出
し
■
。

０ 

「
朝
市
」
を
農
協
前
で
開
い
て
好

銭
剛
評
で
あ
っ
た
：
地
場
産
の
新
鮮
な

綱
疸
野
菜
を
消
費
者
へ
提
供
」
と
い
う

噸
鐇
棚
》
柵
蝿
洲
鯛
鮴

産組合朝市 々菜生
::に」

ニヨ！

V侭Ｉ羽一》

》

~ろ④

今年はきらに活発 」〆

い
何
が
始
ま
っ
た
の
か
と
驚
き
あ

い
に
く
の
天
気
で
あ
っ
た
が
、
こ

こ
で
飲
む
牛
乳
は
、
ま
た
格
別
と

満
足
気
。
皆
さ
ん
も
、
散
歩
が
て

中
標
津
野
菜
生
産
組
合
（
組
合
長

母
体
と
し
て
、
新
ら
た
に
野
菜
傘

産
に
意
欲
を
持
つ
人
の
参
加
で
、

金
曜
日
に
開
く
な
ど
、
さ
ら
に
活

発
な
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て

佐
々
木
薫
子
さ
ん
）
と
し
て
、
毎
週
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
盛
況
で
し
た
。

い
ま
す
．
初
売
は
、
ト
ハ
月
Ｉ
六
日
、

昨
年
、
俵
橋
野
菜
生
産
組
合
が

儂璽、

ら
に
開
陽
台
へ
行
っ
て
、
牛
乳
多

お
い
し
そ
う
に
飲
み
、
消
費
拡
大

事
業
に
一
役
買
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？

熟



3）農協だ よ 』

た者よ声陣当｜よの時なつ手ど線と太
現だか〈でを日六熱話、がたにも’よ習で鼓
在しら感打,構はＨがが武らりマリヒを、こ
して多’）ちえ緊十は舞佐のでメズめ開今を
パ大大上川：張凹いい山練痛やムは始年収
ｌ満なかすソの日つ込開習いアに、し三’）

|j煙り槽Ｊ卿山屯練網溌鮓醐
’を畿調こち開古出んをつずＩ【｝らう
はい山子のできに演なし〈、せ週と

昨
年
、
宝
く
じ
助
成
金
か
当
た

り
、
念
願
の
太
鼓
七
基
を
購
入
し

活
動
が
本
格
化
。

全
く
の
素
人
ば
か
り
。
小
学
生

が
文
化
祭
で
演
じ
て
い
る
「
牛
神

太
鼓
」
を
取
り
組
も
う
と
い
う
こ

と
で
今
年
一
一
一
Ｈ
か
ら
週
一
同
の

史
と
風
物
を
織
り
込
ん
だ
一
牛
神

太
鼓
」
の
創
作
を
手
が
け
、
地
域

文
化
振
興
の
為
に
と
会
員
一
同
張

り
き
っ
て
い
る
。

「
武
佐
牛
神
太
鼓
保
存
会
」

代
表
安
達
和
永

武
佐
開
拓
の
郷
十

岡|大 点■

藍|鼓
ＥＩ 

ⅢⅢlⅢlⅡⅡlⅢlⅡIⅡlⅡⅡⅡⅢIⅡⅡ11ⅡlⅡIⅡⅡⅡⅡIllllⅡlⅡ11ⅡⅢⅡ11Ⅱ111ⅡlⅡⅡⅢⅢⅡlⅡ111ⅡlIllⅡⅡlⅡ11ⅡIⅡⅡlⅡⅡⅡlllllllIlⅡ'1ⅡIllllⅢIⅡlⅢIⅡⅡⅢlllⅡ11Ⅲ11Ⅱ11ⅡⅡⅡⅢⅡⅡ11ⅡⅡ111ⅡⅡ]lⅡⅡⅡⅢ[ⅡⅡl[l[Ⅱ111ⅡI’ 

私
が
農
協
に
入
っ
て
約
三
講
義
に
も
何
度
か
遅
刻
し
ま
し
た
。
で
す
が
勉
強
し
、
知
識
を
身
に
っ

力
Ｈ
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
私
が
農
協
に
入
り
、
朝
野
球
け
、
自
信
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き

こ
の
三
カ
月
は
私
に
と
っ
て
、
を
や
り
、
早
起
き
に
も
多
少
慣
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
の
で
組
〈
ｎ

と
て
も
早
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
と
は
い
え
、
毎
朝
石
時
に
起
き
貝
の
皆
様
も
御
指
導
を
よ
ろ
し
く

た
。
そ
れ
は
社
会
人
と
い
う
て
の
仕
事
は
辛
い
も
の
で
し
た
。
お
願
い
致
し
ま
す
。
鹸
後
に
な
り

新
し
い
立
場
と
な
り
、
初
め
仕
事
は
日
常
．
朝
晩
の
給
餌
お
よ
ま
し
た
が
、
温
か
く
受
け
入
れ
て

て
の
そ
し
て
貴
重
な
経
験
ぱ
ぴ
牛
床
掃
除
を
行
い
、
ｕ
中
は
電
下
さ
っ
た
高
橋
勝
義
さ
ん
は
じ
め

か
り
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
枚
支
柱
を
立
て
た
り
、
除
角
の
補
御
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
致

ま
す
。
今
回
の
農
家
実
習
も
肋
を
し
た
り
で
、
毎
日
ふ
と
ん
に
し
ま
す
。
（
ま
た
牛
乳
豆
腐
を
食

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
入
る
と
す
ぐ
に
深
い
眠
り
に
つ
い
く
さ
せ
て
下
さ
い
。
）

’’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一］’’’一［’’’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’’一一一’’’’一一一’’’’一一一一一一一’’’’’’’’一【’
|酪農家の

長期酪農実習生交流会

▼ 

六
月
十
六
日
肌
寒
い
中
、
中
標

津
町
森
林
公
園
で
、
長
期
酪
農
実

習
生
交
流
会
が
行
な
わ
れ
た
。

実
習
生
二
十
二
名
（
男
了
十
九

名
、
女
子
四
名
）
の
出
席
で
、
町
、
普

及
所
の
出
席
を
得
て
、
酪
農
実
習

生
受
入
協
議
会
を
代
表
し
、
藤
井

弘
美
委
員
が
挨
拶
、
根
室
酪
農
の

伊、

て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

哉
搾
乳
時
に
高
橋
さ
ん
の
奥
さ
ん
が

正
私
に
「
搾
乳
も
や
ら
せ
て
あ
げ
た

輸斗越岐辨麸坤藷止鹸》釧些一一□
こ
の
一
一
一
一
口
葉
で
酪
農
業
に
対
し
、
真

辨
剣
に
、
厳
し
い
態
度
で
取
り
組
ん

資
で
お
り
、
素
人
の
私
な
ど
寄
せ
つ

鍵
け
な
い
酪
農
家
と
し
て
の
プ
ロ
煮

識
を
感
じ
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
ド
を

生
時
代
、
持
っ
て
働
い
て
い
る
と
思
い
ま
し

苦
手
て
た
。
私
も
今
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
考

良
さ
を
知
り
、
酪
農
家
の
手
足
に

な
っ
て
ほ
し
い
な
ど
、
期
待
と
抱

負
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
囲
ん
で
、
日
頃
の
実
習
生

活
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
交
流
を

深
め
た
。
用
意
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
、
楽

し
い
一
日
を
過
し
た
。
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毎年行なわれております,根素管内中古農機展示即売会は

今年(よ､８月30ｐに予定しております。llj古農機の根案管Iﾌﾞﾘ

農家所有遊休農機調鎌の結果､６月16日現在で下記のような

売渡しi竹望があります。I1li人希望の方は、農協購買部、営

農資材課へ申し込み下さい。
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プ
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ト
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プ
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巾
仰
梠
蛸
釦
副
記
兜
弘
弱
砧
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胡
釦
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⑰
鴎
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妬
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肥
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市
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配
餌
卯
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胆

柄 型式 年式 希望価格
（千円）
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５００ 

６００ 

１，０００ 
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識回りｌ２０ｍ

ｄ７４ 

７７６ 

６７６ＡＤ 

ＭＦｌ８５ 

Ｍｒ６９０－４Ｃ 

ＭＦ１８５ 

ＭＦ１８５ 

ＭＦ５９５ 

ＭＦ２９０－４Ｔ 

ＭＦ］９４－４ 

ＭＦ１９４－４ 

ＭＦ６９０－４Ｔ 

ＤＢ１２１２ 

Ｍ７９５０ＤＴ 

ＴＹＢ２４ｘ］ 

ＭＢ２０ｘ２ 

ＭＢＣ６６００ 

ＴＭＦ３０００ 

ＴＭＳ２０Ａ 

Ｄ４００ 

５４０ 

５５５ 

Ｐ２０１ 

７]－７ｓ 

7]－７Ｓ 

７１－７ 

７１－７ 

ＭＣＨ－２ 

ＡＧＴ５２００ 

ジニミニ

ジェミニ

ＭＧＴ５４５０Ｓ 

ＭＧＲ３３００ 

ＧＡ２８０Ｐ 

ＭＧＲ３１０ 

ＧＲＳ２５ 

ＧＲＳ２５ 

ＧＭＰ４４ 

ＫＭ２４０ 

ＡＰ４５ 

２７４ 

ＰＷ３５OＤ 

ＰＷ３５０Ｄ 

８６５７Ｃ 

１２ｘ３８Ｗ 

９
３
５
６
１
０
８
２
３
月

５
５
５
５
５
６
４
５
５
５
 

ローダー付

ローダー付
ローダー・フレーム付。

Ｆ、 5５ 

５９ 

４９ 

５７ 

８
１
７
３
 

５
６
５
５
 

5３ 

４９ ピックアップユニット付

Ｒ， 

Ｂｉら

5０ 

６１ 

Fil 

新品同様
新品同様

５５ 
ＲＦＩ 得

部５

5６ 

５６ 

開
催
月
日
六
月
十
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議

室

《
議
案
》

「
昭
和
六
十
二
年
度
の

役
員
報
酬
の
文
給
配
分

に
つ
い
て
。

前
年
ど
お
り
に
決
ま
り

ま
し
た
。

二
、
昭
和
六
十
二
年
度
、

制
度
資
金
の
追
加
中
し

込
み
に
つ
い
て
。

件
数
、
九
件

融
資
額
、
一
一
一
、
’
三
五

万
円

三
、
農
畜
産
物
Ⅲ
場
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
設
置
に
つ
い
て
。

流
通
開
発
班
を
七
籍
で

構
成
し
、
市
場
開
発
調

査
、
情
報
の
収
集
等
審

行
な
う
。

四
、
固
定
資
産
の
取
得
に

つ
い
て
賃
借
用
地
を
錆

理
事
会
の
経
過

第
三
回
理
事
会
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機NC 

Ｐ
ロ
｝

海
鈩

銘柄 型式 年式 希望価格
（千円）

４００ 

５００ 

２，５００ 
３００ 

．５００ 

１００ 

４５０ 

３５０ 

１５０ 

応i炎
７０ 

応,淡
５０ 

応言炎
応談

７０ 

３０ 

３５ 

応談

３０ 

２０ 

８０ 

４００ 

１００ 

１５０ 

１８０ 

１，８０(） 
４００ 

５００ 

傭 者

キ
キ
キ

一
一
一
一
一
一
一

ロ
ロ
ロ
タ
｜
キ
キ
キ
キ
キ
キ
キ
’
二
一
一
一

＄
》

タ
タ
タ
タ
ア
ア
夕
｜

ハ
ハ
ハ
’
力
’
一
一
一
一
一
一
一
レ
レ
レ
ン
ラ
ラ
ラ

ゴ
ン
ン
ン
’
’
一
一
ベ
ベ
ー
ソ
力

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
べ
ム
ア
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
｜
｜
｜
イ
’
’
一
一
一
一
ワ
ゴ
ゴ
ゴ
ベ
ベ
ベ
ベ
ン
ン
ア
カ
ル

が”勿雍莎勿勿勿刻刻刻朱糎一蛭矢先先先矢矢先刻刻刻み候脾候汗然歩》ｗｗｗ》ユユユ炬声元汁斗圭
一
フ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
’
’
一
｜
ロ
キ
ラ
ッ
ヅ
ッ
ッ
ッ
ヅ
ッ
｜
｜
｜
ス
｜
｜
｜
ヨ
ョ
ョ
ァ
’
’
一
イ
イ
イ
ィ
｜
ロ
イ
ウ
ョ
イ

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ロ
ロ
ロ
ロ
プ
バ
ド
テ
｜
プ
テ
テ
テ
テ
テ
ロ
ロ
ロ
デ
ロ
ロ
ロ
チ
チ
チ
フ
ロ
ロ
ロ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ベ
フ
ヘ
マ
シ
パ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
 

・
ヤ
ヤ

６
０
，
０
０
〃
眠
■
０
０
，
ト
ー

フ
イ
イ

｜
プ
プ

●
に
●
０
ツ
ツ
ツ

｜
マ
ド
ド
タ
ル
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ダ
ダ
｜
｜
ツ
メ
メ
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ガ
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ツ
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ツ
｜
ア
ア
ア
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一
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｜
ミ
キ
キ
ン
ミ
ラ
｜
｜
ト
ラ
ル
ミ
ラ
ラ
キ
キ
キ
キ
ヨ
｜
ヤ
ヤ
ヨ
サ
ル
’
ブ

イ
・
オ
ィ
ィ
ィ
Ｆ
Ｆ
ン
ク
カ
ワ
ワ
タ
カ
ァ
ア
タ
ェ
カ
カ
｜
エ
｜
ユ
ュ
ス
｜
エ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
カ
カ
カ
カ
ウ
ド
プ
プ
ガ
ク
｜
夕
菱
ル

ド
フ
フ
フ
フ
Ｍ
Ｍ
イ
フ
ナ
ハ
ハ
ス
タ
フ
フ
ス
ジ
タ
タ
ク
ジ
タ
｜
｜
｜
｜
ヘ
モ
ウ
バ
タ
タ
Ｎ
タ
タ
タ
タ
ト
ス
シ
シ
ト
ホ
ゲ
ス
｜
｜
｜
ア

、5006

5()OＯ 

８５０ＳＤＴ 

５５０ 

７００ 

１３０ 

１６５ 

５７４ 

６
７
４
５
０
 

４
４
５
４
５
 

ローダー付一

ローダー付
ローダー付

ローダー付

８
４
３
 

４
５
５
 ＳＲＡ２４００ 

【|｣１．８，，
戸田ＨＧ－８０ 

ＭＢＣ４６０Ｃ 
Ｓ－ｌ４２ 

３
２
７
３
７
２
 

５
５
４
５
４
５
 

2000H 

n-flm ＫＨ－４ＳＬ 

２連
2連
ＨＭ－１４４ 

ＨＭ－１３４ 

４ｉＩｌﾖし

幣備満
３．２ｍ 

程腫卜
程陛｣I’

Ｒ－ＦｌｌＱ ６Ｃ 

ＰＴ－７Ｄ 

ＭＲ－１５０Ｃ 

ＲＰ－１８０ 

６０５Ｃ 

ＤＣ－１３５Ｃ 

ＤＣ－ｌ５０Ｃ 

３６ 

ＦＷｂｌＯ２ 

ＰＷ－１１４ 

ＰＷ－３５０ 

ＰＷ－３５０ 

ＴＦＡ－２７ 

ＫＡＴ－２４ 

Ｗ－３０ 
Ｗ－３６ 

6０ 

５， 

５Ｃ 

応富炎
６０〔〕

応言炎
２００ 

１，０００ 
９００ 

１５０ 

７０ 

応:炎
応談
応談

応談

３００ 

応談
４００ 

応談

０
６
７
２
 

５
５
４
５
 

2年，使深

クロスチェーン

Ｐ■ 

5２ 

５３ 

〆
卜
」
【
『
□

Ｐ
〉
Ｆ
皖
刈

2］ｍ 

ピーター付・
シュート付

ＦＲ－４３Ｃ 

ＦＲ－９９ 

ＢＳ－２ 

袋
す
る

《
協
議
事
項
》

「
給
油
所
の
施
設
に
つ

い
〆
』
ロ

｜
「
役
員
研
修
に
つ
い
て
。

関
來
・
東
北
方
面
を
研

修
す
る
。

三
、
馬
鈴
し
よ
Ⅲ
の
実
測

に
つ
い
一
」
．

六
Ｈ
二
十
五
日
に
実
施

す
る
。

《
報
告
事
項
》

「
第
五
回
臨
時
総
会
の

書
面
議
決
に
つ
い
て
“

原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

二
、
て
ん
菜
畑
の
実
測
而

績
に
つ
い
て
。
１
川
・

三
池
。

三
、
』
父
雑
種
の
人
工
授
精

の
収
ま
と
め
結
果
に
つ

い》・」Ｃ

四
四
八
蝋

四
、
乳
牛
流
通
追
跡
調
査

結
果
に
つ
い
て
。

五
、
第
四
回
農
業
祭
に
つ

い
｝
」
、
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(〈 62年５月乳成分乳代単価ベスト！ 脂肪4.0％
以上10戸

氏増 単位氏名 無脂問形％氏名 脂肪％順位

吉田正行白、慶杠 ８４－６F Ｒ－Ｒ１ 吉田正行 ４．４Ｃ １ 

八木原明次郎佐藤一膳 R3-Fi7 八木原明次郎 ８－７Ｅ ４１回２ 

下川原政市 久保栄典 R３－１４ FＩ７Ｒ 久保栄興 ４１７ ： 

戟雅晴篠水栄 8２－４９ ８．７４ 乾雅Ｈｆｉ 小１月４ 

五十嵐輝夫丹羽賢 ＲＩＭ ８．７１ 奥田寿美子 ４．Ｗ！ ５ 

水本派久我良夫 8１８８ ８．７Ｃ 水本正 ４－０７ 

囚
■

奥田寿美了 RＬ６２ 山本優文 Ｒ、６日五十嵐輝夫 ４．０７ ７ 

小＆Ⅱ清信佐藤信義 8１．５３ B－６Ｇ 大西英明 ４．０６ ８ 

(炉弥
ﾉＥｌＵ１蕊「I侭富沢保雄 ８１．５］ R-fiR 酒井清志 ４－０４ ９ 

花所．和夫 815］ 滝場楓 S６Ｒ 花尻和夫 ４．０４ I［ 

上ケ鳥利春 ８－６８ 

小出清信 ８．６８ 

7７．８３ ８．４Ｆ 平払」 ３－７F 

7１．４５ 8-0［ 最低 ３．１７ 

昭和62年度５月分合乳細菌数。細胞数検査成績
５月分合乳細菌数、細胞数検査結果は「記の通')です。

乳質向上に努力を〃

細胞数検査$|Ⅱ菌数検在
(62,4.1～62.6.30） 

中標澤町農業協同組合 農協塩 110万

以卜

30万

以下

５１～ 

100万

2１０－ 3１－ ３０万 110～ R１－ 51～ 

100万 50万200万 400万以下 50万

傅口囚、 出荷乳璽 前年比
（％） 

Ｃ 68.1 3１．５ 0－４ 標津町 ５］ ０ 0 8２．８ ＷＬ１ 

6２年6１年

［ 6７．２ Fｌ２－Ｒ Ｃ 中標津'1Ｊ ４．８ １－Ｆ １０ 8０．９ １２Ｆ 
9８－８ ４Ｆ 5,090,083.3 5,028,668.9 

4２．７ lＥｌＣ Ｌ５ 計；隈１５M ０．８ ４９－Ｒ ５．§ ４－９ Ｌ偶R６－Ｅ ト句 Q９ｆｌ 1，７７９，０１４．４ 1,775,905.5 ５ 

１０１．］ 3.0 Nｉ 中旬 1,829F４９８．５ 5９－６ 3７－４ 1,809,941.8 西春別 ２－４ Ｕ 8４．１ Q-C ４．Ｅ 

下伽 2,077,057.7 100.4 旧 ２，０６９，３７７．３ ６ｍ １２ 

Ⅱ
 

●
Ｆ
Ｉ
Ｉ
 zｌｌＲ ５１F 上春別 ワＲ

ｇ－■■､｣ ２－Ｆ ０ ９５．[ 

1００．４ 月計 5,682,462．］ ５，６５８．３３３.Ｃ 
ｌ」 9 0-4 6５－２ 3３．７ 別海 ５Ｊ 1， 8８．５ FＩＣ 

9９－７ 合計 1０，７４８，４１６．３ １０，７１１，１３１°Ｃ 
1８．１ ［ 10 中春H1． Ｃ Fｌｌ－Ｅ ７．３ z－Ｒ Ｈ R９Ｅ 

上旬 ２，０１２，７３９．７ 101．Fｉ 1,983.668.4 ６ 

3７．６ ]．］ １］ ６１－３ 根崇 1１．８ ７－Ｃ Ｃ ８０．１ 
中何 2,059,960.6 1００．４ ２，０５１，４７８．９ 

4５－３ 5４－７ 羅臼町 1６２ Ｃ 、R３－F Ｃ Ｆ ｢旬 2,069,701.4 2,056,075.6 ９９－月

1.9 [１３ F｜計 ６，１２８，７７５．５ 1００．４ ０．２ 6３－３ R4-Fi ６，１０４，８４８．７ 根素管内平均186.2 ４Ｆ ０－９ ８．［ 

累計 1６，８３９，９０６．９ ９９Ｆ １６，８５３．２６５°Ｃ 北海道龍乳検査協会

順位 氏名 脂肪％ 氏名 無脂同形％ 氏名 単位

吉１１：正行 ４．４０ 盾Ⅱ慶和 ８．８１ 吉１．１正行 ８４β６ 

八木原；ﾘ』次郎 ４．１９ 佐藤一ｉ公 ８．７９ 八木原明次郎 8３－５７ 

久保栄興 ４.X７ 下}１１原政市 8．７８ 久保栄 83.14 

乾雅Ｈ間 ４.ユ３ 篠水栄 8．７４ 乾雅晴 8２．４９ 

奥Ｈ：寿美子 ４．１２ 丹羽賢一一 8．７１ 雛|一風輝夫 8１．９４ 

水本．.Ｅ＝ 4-0 久我良夫 8．７０ 水本ｌｉミ二 8Ｌ８８ 

九・:一風輝夫 ４．０７ １１１本優文 ８．６９ 奥Ｈ：寿美子 8Z.６２ 

大西英明 ４．０６ 佐藤信義 8．６９ 小ｌＩｉ精信 8１．５３ 

栖井清志 ４．０４ 富沢保雄 ８－６８ ﾉＥｌＵｉ葵「lﾉﾘ 8１．５１ 

10 花尻和夫 ４．０４ 滝場槙．三 8．６８ 花尻和夫 8１．５１ 

-ｈヶ島利春 ８．６８ 

小ﾀﾞﾄ漬信 ８．６８ 

平払｣ ３．７０ ８．４５ 7７．８３ 

最低 3.上７ 8.00 7１．４５ 

農ｌｉＭ名

$||｜菌数検在

30万

以下

31-

50万

5ユー
ＵＪ、｣、~~■

Ｌｕ､,ﾉ］ 

'二O～

200万

210--

100ﾉ』

細胞数検査

30万

以~ﾄー

３１．－ 

５０〃

５１～ 

ｴ00万

110万

以上

標津町 82.8 １２．１ 5．１ 6８．１ 3１．５ ０．４ 

中標津|Ⅵ 8０．９ 二２．８ 4.8 1.5 6７．２ 3２．８ 

計；限別 8６－９ ５．９ 4．９ １．５ 0.8 4９．８ 4２．７ ６．０ １．iｊ 

西春別 8４．１ ９－０ 2-4 ９－６ ７－４ ３．０ 

/【春別 95,0 ２．５ ２．５ 4１．３ 5１．５ ６．０ Ｌ２ 

別海 8８．５ 〔}.０ ５．１ 二．(） ０．４ 6５．２ 3３．７ １．１ 

FiF春別 9.9 ２．８ 8］、９ １８.上

根室 8０．１ 1二.８
珀弔

一■￣ ６二．３ 3７．６ ]．。

羅臼町 8３．８ ﾕ６．２ 1５．３ 5４．７ 

根案管内平均 8６．２ 8.0 ４．６ ０．９ ０．３ 6３．３ ３４．５ 二.９ ()-３ 

|】荷乳量

6二年 62年

前年比
(％） 

４月 5,090,<)8３．３ 5,028,668.9 ９８．８ 

酢、珂呵
』萬句

【i1句

下旬

1,779,014.4 

1,809,94ﾕ.３ 

2,069,377.3 

ﾕ,７７５，９()５．５ 

1,829,498.9 

2,077,057.7 

9９．８ 

１０１.ユ

1００．４ 

月計 5,658.333.0 ij,６８２，４６２．１ ]００．４ 

合計 二0,748,416.3 １０，７二1,131.0 9９．７ 

６ 

月

上旬

ii昌旬

Ｉ与旬

1,983.668.4 

2,051,478.9 

2,069,701.4 

2,0ｴ２，７３９．７ 

2,059,960.6 

2,056,075.6 

1０１．５ 

100.4 

9９．３ 

Ｆ１計 6,104,848.7 ５，１２８，７７５．９ ﾕ0０．４ 

累冒一 1６，８５３．２６５．０ 二６，８３９３:)0６．９ 9９．９ 
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ｅ月分細菌･細胞検査成績

細菌 細胞 細菌 細Ｍｎ氏ザ
氏患~工751 中ｔ」 Ｆ１'」Ｍ,’

｛JTi司了'1Tm ~'百ｔ｣ 上旬｢ｌ１ｂｊ下価 上翫 １１ 
佐藤忠男

(左藤和男

垣川嘩論

エト蝋輝犬窪
田巾輝繁

山水政紀

安達和永
占賀詔一

ｉ１Ｔブトjiiii美

片野博

ｅ９ 第二俣落地区

西村和之｜必曵’〈ﾑ古＆ａ必虫 ４５』？

安一靭
藤一口

畦一“｜繩
野一木一千山

垣
岡

松
岡
原

栖
村
藤
腹

保
隆

井
斉
一
山
峰
沖
片

来
加
萩
足一流一綜内

志一券昭一行
司一唆

輔一幸
・
一
雄

樹
作一郎

美
美
一
に
祝

一一吋・
滴
一
美

寛
冴
繁

雄
隆

郎
康

艀｜国
郎

一広
一一正一億

栄雨
弘
一
一
匹

学
離

昇一
義

秀
義

専

／フクL互早

座｡、

５ｓ 志ｆＸ正結
ノヨヒ〃 ￥丹

八ｓ L弓守 .｡｡ 
峰水栄

俣落地反

原栄 帝⑤しや荷 夕さく ｣?/Ｚ ＄ろ 竺寺

択一田杼山
繩》“峅啼｜拙一岻締純辨竺辨輝

木一林一橋井部一藤藤
部辺一出

一田一木
橋
村
山
付
原
村
村

蔭
藤

原

大一小一版岩肌一遠遠
高
柊
小
本
管
上
上

真砿一小
相
一
大
小
秋

武一後
斉
広
半
笠

敬
一
企
松
二
初
止
一
文
晴
汀

突
司
埒
｜
兄
好
子
一
幸
夫
一
由
一
茂
一
存
一
弘
一
志
一
光
力

△野７

j２２ 
Ｋ９ 

５ｓ 

Bａ 

建
一
辺

》｜｜｜
｜｜｜｜｜竺

嘆､P2Ｋ

塗
一
壺

すク 父父‘ `ﾑ月
分召

L〒舌

豊迅
９Ａ 

､草菖 Ｐ９ 

上村弘志

上村璽赤
必台

松本正遡

藤原信雌

遠藤照一

阿部稔

(Zg2 |割［I」栄’１

人木原明袷郎Ｐ９ 
竺皇
.←／ 

ろ、 ．‘〃中
一
前
川
腸
寓
富
谷
｜
武
藤
一
北
杉
一
川
佐
松
似
横
一
竹
柳
｜
青
青
一
横

浦
原
一
旦
川
一
脇
一
沢
村
川
｜
井
村
一
本
烏
一
藤
一
本
一
野
一
山
下
一
田
木

_弓汽坐
二
駅

ＰＣ 

遥
一
帝

uRHP 利
一
比
一
誠

寿
蔵
一
満

9〔ム
Ｅ勺

.？▽ (4２ 坐ａ
､９９ 

9‘ ザ？Lぞ９
剣持幸男
遺藤’j､畏二

二子？

実’迄S’６０１判雫|ニョーェ琴Ｉ

汽昌

`9F Ｓろ真部愈
波辺利秋

αワajY Ｐ９ 

精
一
武
一
直
椛
政
一
済
一
和
良
淳
恵
栄

信
雄
行
一
一
一
雄
勉
寿
芙
夫
一
種
ｒ
輿

ｊｌＰ 

阪野鹿次

機出国雄
′汽〆

SＳ _?そく

二
》 ､2９ 

_孕八 水 と典
1１１ すう ZLf 

旨
CｇＶ 

ぶざｳkSEZ〕

くら側

※30万以下は空欄。３１万以_上は実数。～は無限大です，

氏潴
細菌

1..1U中旬 ~T｢旬

細胞

!zｉｌｊ ::'旬 下ｔｊ
氏穐

細菌

12句 :..旬 下旬

細胞

i:句Ｉ：i:ｌＩＪ，下ｲリ
1Hz藤忠男

新汎：jiiii美
佐藤和男 }1．野、博
垣 k聰活

_丘卜

田

輝夫

腫繁

と4Ｊ？ 甦早９

西村ｉＦＩ１と

第丘俣落地

Lぐａ ﾑ』？
i;Ｉ 政紀 |}ｆｊ垣洋 。｡ |／フク
汝こ 利永 併 滴

必2詔.． 勵隆 晴美
二塁２座心 』l『拍

瀬
ノユ、 ￥ Iｌｌ 

井

ⅡIｑ 

ﾛﾘｰｰｰ 
.△二 笘巽； Ｊ１夕

安 溌男
口実 客 別 広昭

原栄一一

バイミ散夫 ､?？ 

、?３ 汗

,.！ 

端

皿；幸

_や三 ＆ﾘム と亘 ＿〈望ゴ

′５，林企司
峰｝松秀樹

阪橋楼埒

岩非兄

U１１部一・好

.P９ 

△Ｚ 

●､ iJl」．‐美

j:‐岡一一謡

;1iL正原」-K券 -型“ ２３ 

遠藤初子

遠藤．ｾﾞエ雫

高ｈ簡ｉ文夫

楼｛;ｌ暗「【’

や×

全量 里２

こしく

?〆

堅守八

国光昭

連藤筒行

佐伯雅槐

来栖蝿

､÷ウ 久久（ `ﾑﾉﾆ１ 

＝基 月／

'』鼎ＬＬＩ茂
△２台 11：；村満身 与・

本村Ｊ二宵 加藤錐
管原弘 萩ｌｊヌ蝶一と
.】＝村弘志 星野昇司
l台詞重光 iiiZ4更広 α(く
上村７］

ケ子義明
松本正通 ；Zt2 内ｌ【」栄作
藤原信雄

遠藤照一

阿部桧

ノョケノＭｉ利蒜

､？？ 

ｅ● --2凸

八木原明粭郎

J1］浦隆雄

`ﾑ月 前原秀隆

ＩｌｌＪｌＵ芳照

９９ 

岳

←／ 

＿△0--“ 
ＳＥＬ＿ 

Lll崎」廸蔵

|藤ｉｎ ｿﾋﾑ 

２｡ 

zＲ 

腸iii喜滴

寓脇正夫
｣鰯Ⅲ誠｡

期待幸男
Lﾀラ ４４２３ 

､マラ

富ｉｌ（｜IIL男

谷稲
9り

マワ

ｇｏ 壌塑

遠藤リ 武１．：ｊ二郎
再111雲

蹄見蒙

真部愈

渡辺利秋

＿△０ ＿Zｚ２ 凸＆

くる｣?

＿里２

〃口

9Ａ 

P９ 

藤ブｉｈ弘美

北！:！‐Ｉ

|珍本逗祝

H｣１冊義一.

<Zｒｇ ＿ｊ２△ 

'.、出糟僧
佐藤’iii藤

柁沢武雄

末：］１廓オテ
＆Ｐ 松卒幸男

飯野盛次 ′星、

小杼艦一・ 横田’五Ｉ雄
秋【!」」E立錐

斉藤勉
②A〈 竹下、

Wl1IIl拾即
一一

凸｡

＿ﾆｭｰ２ 

広｛瀧ｉｆｆ方 青木専一工
半〃（ｆ１Ｉ美 シ人 青木ふき･」 と２
笠原良夫 価１１【好一一 .全／ ZLケ
武：ｉｉ漣

後木意『 づき５℃ ｅ‘ 

`97 

久保栄典 とら２



農協だよ｛ノ（1Ｋ

胞検査成績
※3()ﾉj以「は堰ilMo3]ﾉj以上は実数重～(よ無限人です：

細湘細ｌ渦瓠ｌＭＵiillll･剥
氏飼氏餌 l－ｂＩ中旬トイＬＭ『］｜UiJlH】｜｢航l2hjlIlI句下旬｜上旬中旬１下↑'」

駿
行
行
件
三
雄
一
萌
夫
一
塊
一
夫
一
哲
弘

茂
木
友
島
島
田

付
野

帥
日

加
佐

高
編
占
木

具
小
伏
中

疋
一
政
一
嘘
｜
新
信
一
起
敏
一
―
俊
一
丁

３３ 

要
一
平
一
助
一
災
一
雄
一
義
；
｜
肛
行
隙
宍

中
半
国
岡
一
斉
斉
伊
一
丁
打
一
山

準
一
沢
一
見
一
見
藤
一
議
講
拠

卍＄ソ｜ｊ‘１
．
｜
極
二
秀
瞬
、
｜
順

Ｉ
 

｝
贈
Ｉ

Z4zP３局

<２月

ﾋﾞﾑﾕ 

△:由Ｉ

鍔'一三l-z百

竺
謡仲 雲｜｜》｜｜武

|崎

受？後藤川情天

斉須澗．と

今井端，iザ
｡‐／ (?.、

山l1IlIH里

麗ⅡｌＦｌｌｉＯｉ
厩州】佐淳

一
慨
一
哲
徳
Ｌ
清
一
精
一
雅
一
Ⅲ
｜
光
一
慶
精
一
一
武
一
山
一
一
秀
一
畠
一
秀
勝
一
文
一
敏
一
一
一
贋
一
正
一
文
―
竜
一
信
踊

俊
一
光
一
礎

１１．羽

ヴ‘丹羽
中司

上原

ユユーエ藤
舟橘
ｉｌＩｉ井

ｅｄ目黒

工藤

児玉

坂口

臼田

井ｎ

ｊｌｌ上

長谷川

花朏

中条

ざ７奥村
仏,)Ｌ萱岡
筒橋

中塚

藤原

林

佐藤
佐諜

消原

齢山

門馬

IlI塚

石原

西井

上丼|ニ

ーヒ井上

小沼

熊谷

山本

真野

寺島

ＡＤＮｉ藤

井上〉アイ丁
Ａ９ 

］
三
菱
宅
聿

笠井’１１１

A蒔堀岩ツ」

雄
一
保
一
儀
一
高
窓
降
芙
彦
一
弘
和
一
一
隆
一
蒜
一
夫
治
一
協
一
貸
信
一
夫
一
一
雄
昭
一
広
一
稔
一
忠
夫
雄
一
弐
一
一
一
夫
一
悟
一
花
丈
一
章
一
塁

９９ バー弓鈴木敏夫

ｌｌＨ陽牧場

jz2 橋

地
テ
ー

俵

‘、

隆
晴
一
沖
一
一
雄
一
一
・
捻
一
一
一
俊
一
滴
一
雄
一
難
朗
一
功
一
郎
一
有
雄
一
雄
一
弘
一
消
夫
一
雄
健
一
郎
一
明
憲
市
夫
一
宏
一
夫
芳
彦

下
野
林
一
藤
迩
口
井
山
悶
西
鳥
原

金
一
崗
中
工
．
赤
沢
桜
西
大
大
福
下

７門

鵬
信
一
富
孝
一
栄
一
正
一
Ⅲ
｜
英
昭
一
史
次
一
宏
一
国
忠
隆

〈ﾑｺﾞ１１，旱ら

と4塁

ｓＡｌｄ４亭

鍾
玉
埋
諸

壜二やク’PＺ ユ
ヱ

α月
uf｡（ 

ﾄﾞー
罰-＝

ｏ” ､ラバ

咳く

ご石

竺
塑
軍

沢口俊夫

桜井義雄
九２１ムも』》ｊｳﾑ｣？Lぐう

/d《乙〃窓
｜
｜
｜
蚕

英
一
昭
一
政
一
員
一
棚

命９

と=』単も。

、〒７

ｉＦｉ LＰＫｌ９７ 赤f皮江

科せられます。細菌数200万以上当１１出荷乳に対して当月の平均乳代をペナルティと
151～199万は、ｋg当り５｢I｣､抗菌'性物質100円。

氏
iMlllMi 

j二ｔ』 :!』句！『竹

劇{Ｉ砲

ＭnＪ 『{n句 下{]］
氏軒

Ｍ『］

鵲ｌｌｌｌ墹

ｌｌｉｊ｛;）１．，Wﾛ 

細胞

Szbj ＩＩｕ句 「ｲリ

11：芯要 ３３ 加茂ｊＨ殿

半沢ギ１１平 佐々イこ政行 Rろ ､ﾀヲ や兵

|劃兇一・ツ」 ZＬＱ ズマ ･４友嘘１

圖兄笈 ４２ﾉ？ ,約島新''二

斉藤’「蝶 福息，信一一

斉藤一・美 古IEl起雄

伊謹秀ア U`ﾑ皀白２ 本：1１、

熊ｉIザユ1二 'i；付敏夫

)i；ｌイミ存 ､１ｓ 貞野的 ４４も２

崎隙 ごＡ 夢：１１俊夫 _午９ `ら！ ﾉﾉ幻

鍔１１１僧夫 ９９ 小岩王一一

須澗．と 伏見酒

ji：端楠 中）Ｉ弘 」2‘ ‘プ

11』；１１昭男

雷１１：FｌＩｉＤｌ 武 佐

弁ｉ：〉y行 )１．羽淳一．

笠ノキ剛 夕己 コバ 丹羽Ｉ厨.. Ａ７ 

｡/IミｉＫＭ嵩ツ」 ｢in司哲雄

鈴木敏夫 ９９ ､ｆ－フ ﾊﾟｰﾏ 上原徳係

ｌｌＨ酷牧鳩 ?？ ｒ、藤１１２‘儀

舟橋清高

俵 ilIi弁精ｒｄｊ ､f卓

約越栓 ←／ バノ） 聿人 【】黒椎｜｛

稔,鵬ｌｌｉｉｉ ﾌﾖ 守９ Ｊ＿朧１１美

鯰打

サト蕊信一

二日H光彦

坂 必

<ﾑｺﾞ１ ＿＝△ 

上１１；富雄 白 麗和

山下学＝
11ｮﾕ■ 

ノ1． 精一一

北１１乗稔 Ｓ‘ jｉ |蝉 4ﾑｮｭ 

水本ユ1弓．兄 長補 蒜

水本」】二便 ’Bｉ ＬＡく 7［ 武夫 ご己 J1９ 

l上本滴 中 ｢ｈ拾 =＝ 

榎Ｉｉ：英灘 必月 ､く｢･／ Ｒｈ？ 仇ぐ ざ７ 奥 協

佐々木昭雄 ､ぐ７ 仏」 藝瓦 秀貨 ,シメ

野１１史期 と」 ｡ぐ iMＨ 昌信

大ロ１功 ､ｓ‘ 中 秀夫 ９〃 ７Lｆ △＆ 

岡次即 藤 勝一一 ３９ 

金ｒ：宏有
文雄

高ｉ野画雄
藤敏昭 飴（

中林忠雄
ＦＡ 

鐸・－ｊ」

丁．藤隆Ⅲ 原ｉ贋--.

赤披江ｉｉｌｒ
111種 ニペ

尺［：俊夫 と辺ｩと 門馬」】二超

桜井義雄 ３， "丹 ii：塚文夫 ﾉも２ Z4-＞ 4軒

西ｉｉｉ鍵 日原竜雄

六両一へ郎 /ﾆク ､Ａ 西井武

」こ西英蛎 `Aざ .Ｉ占井1二（潜・。

椹鳥Ⅱ召憲 ３ヲ .ＬヅＩ色｣も踊夫

.'､.;'1原政市 ':、沼‘１

夫】貝韓 熊谷了正

西１１１宏 =｡=〈 山本優丈

佐々木邦夫 単tＳｈ と 真野光章

日下一･－芳 寺島事 ソ

赤波江一・彦 ﾆズ ９９ Ａ/） lハゼ藤



」農協だよⅡ（ 

ｅ月分細菌。細
釧胞細睡細胞細菌

氏寝 ｢七'1ｺ旬12位l升猛 下旬中杭l-fT1 Ｆ旬ＭｉＪ中旬下h」｢'1m }-句

hTil二
沼ろ 蝋’蛸石当幌地区

幹
夫

野｜雄
夫
市

哲
辮
｜
建
進
俊
祥
丈

島
一
勝
田
可
一
山
部
木
肛
原

飯
飯
一
興
一
典
小
阿
一
鈴
一
両
下

奎慧#Ｊ
小針和也

_重_ﾕｭｰ量一
化川稔

今井照男

了薇＝~司亘
渡辺善行

三i{i-i:學云
藤本久夫

二i晤二:二幕

乙

』iＬｍ建雄
''１山進 コニ編：

と

拝笥

岳

筒）↑良秋

宰井祐一穂
一
男
一
庇
｜
義
一
良
一
・
｜
｜
精
一
夫
務
亨
一
成
―
久
一
民
一
郎

池
野
村
藤
坂

宏
松
菊
遠
大
吉
福
運
綏
綏

桜’11.,1㎡」'三

舟’１１正義

雄永嘘垢要
一
一
富
一
一
一
弘
一
一
一
尚
恭
一
触

「す

望月幸男

武田切

商機敏夫

熊倉彦吉
小林佐枝孑

阿部正六

乢二藤＝男

ぶ

中標津地区 ご
亘
一
区

〃

」

卸鰯'鶴

鑑

上
斐
井
橘
本
田
木
橋
不

土
山
吾
桜
高
九
鈴
高
高

班
￣ 塁
一
坐
一
上
瞠
「

夫
夫
義

巳
諏
紀
寿
勝

塁一塁久我良夫
-

,1二城純
ノ昭

幸
繁
一
信
一
章

井
木
濃
議

茄
機
住 曄｜修

明

雄
一
義
一
司

幸 夫

､ 

【ｅつのルーノレ】

②手と乳房を清潔にすること

⑰搾乳装置を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

⑲搾乳が終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチコーブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検
ノ

￣ 

質のよいミルクを
つくるために

'二れ＃Ifiil』【３，菫L二竺

細菌

..2句

ｸｾらノ

｜｜拒一ノ

:{１句 下旬

---↓Ｚβ： 

上旬

~Ｚｉ 
二Ｚ

４とＲ

長繩弘

麻郷｣12忠勝

小針和也Ｉ

稚』l：秀一’

'.:I沢謹

P（ ＿』_当竺［

＝生

雌；Ｉ稔

Ａ刀

今井１M（男

|M1部喪

渡辺善１．】．

秘iM1』健一~５

掬！

本久夫

Ⅱ，iiIr 

立２

､晶旦

＿Ｌ」〈ZLI-
らj近；ユエー

二」=￣
ｓ2２ 曇一

1戸０１旨
､■ 

陰ﾔメ

舟

菊

〕塁

ｱｰﾋﾟ義

良

要・Ｚ

長:Iピ

火
･Ｌｐ 

務

笹9９

福

通

名立：
0｣ 

弘成

中樗 津地

甥坂尚久， 全や！

悪坂恭民

吉ｌ１ｉ熱り1１

藤道轍

藤１旗

藤永雄 <凶台

藤束

築政1Ｗ

望月幸男

厳：H１リ］

商橋敏夫

Ｅ倉彦

';紅杯住校了

l可部正六

l正畭二亭‐完

え人

,ぶや

-－’－１－ 壬奎E手玉
ニヨ雪竺'亘

Ｉ， 

開

ｕく

ピムＩ

早耳

C>員

ｕ<十



農協だょ ２ [2［ 

こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間

違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違

い
を
見
つ
け
て
そ
の
数
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令

を
書
い
て
下
さ
い
。

（
豊
極
雰
有
Ｉ
小
・
中
学
生

④
｝
宛
先
Ⅱ
申
標
津
町
東
七
条
南
一
一

丁
目
中
標
津
町
農
協
組
織
広

、、

二二`グパ('---二二`グパ('---
■●□や

pLJﾖﾛｰ. 

｢芝三二二ｆＮ:二三｢芝三二二ｆＮ:二三
￣￣￣ 

報
係

⑤
締
切
Ｒ
Ⅱ
七
月
二
十
日
ま
で

※
正
解
者
に
は
当
り
賞
、
応
募
さ

れ
、
残
念
だ
っ
た
方
に
は
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

賞
品
は
農
協
へ
受
け
取
り
に
来

て
下
さ
い
。

※
発
表
は
、
九
月
号
紙
面
で
い
た

し
ま
す
。

〔
五
月
号
の
当
選
者
〕

五
月
号
の
正
解
は
「
四
つ
」

（
下
の
図
の
○
印
）
で
し
た
。
正

－－￣～ 

、
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(鈩勵
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ｐ
Ｐ
１
１
 

､窯､窯
〔ノ

－みへ_

’１ <５月号の間違い個所＞

解
者
は
残
念
な
が
ら
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
ま
す
。

『.、 ５日役員協議会

９日第１回生産委員会

10日第３回理事会

１１日店舗利用者懇談会

１９日第18回畜牛共進会

～20日第４回農業祭

24日中央会事後監春
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